
第2-3講 【意図されたカリキュラム】を使いこなす
－藤瀬泰司（2015） 「批判的教科書活用論に基づく中学校
社会科授業開発(1) －「産業革命と欧米諸国」の場合－」

熊本大学教育実践研究，32号－

社会系（地理歴史）
カリキュラムデザイン論



演習課題１

重要センテンス７箇所(Silent Discussion)

(1) 私の見解や賛否・代案をどんどん書き込む
→ ペンを持参し，各班が１枚の模造紙の前に立つ。
→ どんどんツイート。3分でローテーションします。
→ 他者のツイートにリツイートしてよい。
→ 賛同するときは，「いいね!!」の意味で♥をつける

(2) ７箇所にツイートしたら，原点に戻ります
じっくり読み込んで，意見の広がり，新たな
展開を報告しよう。





演習課題２

論文からみんなで考える(グループワーク)

(1) 自分たちでもやってみよう…11:30まで
→ 歴史的または地理的分野で適当な見開きを決める
→ 藤瀬論文と同様の手法で授業プランを考える
→ 問いや学習活動を中心にプランを説明する
→ 教科書の該当ページは拡大写真で張り付けること
→ プランをパワーポイントに打ち込んで，発表する

(2) 最優秀プランを決める…理由を添えて自分
以外の班に投票。優勝班には5点を加点。



東京書籍『新しい社会 歴史』H24

①

②

③

④
⑤

⑥

⑦



⑦

炭鉱

ダーリントン近郊

ワットの改良した蒸気機関 ベルサイユ宮殿 鏡の間⑧ ⑨



南北戦争における臼砲の鉄道輸送⑧



ブラッドショーの世界初の時刻表
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